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8/20 PTA奉仕活動へのご協力ありがとうございました！ 

2学期がスタートしました！ 
 まだまだ暑い日が続いていますが、約 1 ヶ月の夏休みが終わり、23 日（水）から 2 学期がスタートし

ました。以下、始業式で生徒の皆さんにお願いしたことです。 

朝日中では、この夏休み中に大きな事故も報告されておらず、ほっとしています。失敗は取返しがきくけ

れど、命は代えがききません。自分は大丈夫、ではなく、日頃から「万が一」の状況の時に備えておくこと

が大切です。まずはこの 2 学期、けがや事故なく安全に過ごせるよう、可能な事故防止対策を意識して生

活してほしいと思います。 

もう一つは、12月の終業式の時に、ここにいる皆さん全員が、「2学期はいろいろあったけど、トータル

で考えると楽しかった。」という反省で締めくくることができるよう、これからの毎日を過ごしてほしい、

と思っています。２学期は、来週末に開催予定の体育祭を皮切りに、学習発表会や合唱祭をはじめ、学年ご

とまたは全校単位での行事がたくさんあります。毎日の授業や日々の生活場面も含め、誰かが嫌な思いをし

たり、一部の人の頑張りで成り立つようなものではなく、自分の気持ちと同様、周りの人の気持ちも考えな

がら、ここにいる皆さんが（学校で過ごす時間が）楽しかった、と思えるよう、思いやりの心を持って取り

組んでください。 

本当は、もう一つ、生徒の皆さんにお話ししたいことがあったのですが、扇風機や簡易冷風機を稼働して

も、体育館はかなり暑かったので（始業式開始時の体育館の「暑さ指数（WBGT）」は 27.2でした）、この

場でお伝えさせていただきます。 

1学期の始業式や入学式で「こんな仕事に就きたい、でもいいし、こんなことができる人に、とか、こん

な性格の人になりたい、ということでも構いません。未来の自分に思いをはせ、将来の夢や希望を持ってほ

しい」とお話ししました。それは、目標を実現するためには、「今」が大切だからです。 

夢や希望はある日突然、一足跳びに実

現するものではありません。日々の努力

を一段ずつ積み重ねていくことで実現に

近づいていくものだと思います。だから

今から準備しておけば、夢の実現に向か

う階段は緩やかで上りやすく、準備が後

になればなるほど、急で昇りづらいもの

になるのではないかと思います。 

皆さんは、中学生の今、「私はいったいどんな準備、努力をすればいいのか。」と思うかもしれません。 

秋山は、「社会に出たときに必要とされる力や姿勢」を身につけるための努力だと考えます。具体的には、

時間を守る、ルールやマナーを守る、自分の役割は責任をもって果たす、…。上げればきりがないかも知れ

ませんが、それらを身につけるには、「目の前のやるべき事に精一杯取り組む」ことが大切だと思います。

「目の前のやるべき事」は皆さんにとっては億劫で、できれば避けて通りたいこともあると思います。でも、
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そういったことに誠実に、精一杯取り組む姿勢は、社会に出たときに初めて必要とされるものではなく、中

学でも高校等でも必要とされ、求められることでもある、とも思います。 

今の段階で夢や希望が漠然としている人も、「これだ」というものが見つかったときのために、目の前の

やるべき事に精一杯取り組んでほしいと思います。「中学を卒業したら…」「○年生になったら…」と先送り

せず、この 2学期から頑張ってほしいと思い、このタイミングでお伝えさせていただきました。 

吹奏楽部  全日本吹奏楽コンクール山形県大会 銅賞    

第 21回 奥の細道六十里越街道俳句大会 

○特選  1 年：安達さん  2 年：小野寺さん  3 年：宮崎さん 

○秀逸  1 年：上野さん 渡部さん 難波さん 

2 年：菅原さん 菅原さん 渡部さん  

3 年：中村さん 

○佳作  1 年：佐藤さん 2 年：阿部さん 難波さん 3 年：渡部さん 

 多くの生徒・保護者の皆様に早朝からご参加いただき、8 月

20日にPTA奉仕活動として学校施設の環境整備を行いました。 

 写真では分かりづらくて恐縮ですが、グランドの除草や校舎南

側の壁やガラス清掃を行っていただきました。 

 新校舎も９年目を数えます。引き続き大切に使用していきたい

と思います。ご協力ありがとうございました。 

ペットボトルキャップ回収の停止について（お知らせ） 
生徒会では、長年、ペットボトルキャップをリサイクルし、発生した利益を発展途上国の子ども向けのワ

クチン代として寄付する「エコキャップ運動」に取り組んできました。 

 実際に回収したペットボトルキャップは、生徒会が、エコキャップ運動の趣旨に賛同する企業等に輸送を

依頼してエコキャップ運動推進団体に送り、推進団体によるリサイクルで生じた利益がワクチン代として

寄付されていました。 

 ところが近年、リサイクル経費とリサイクルによって得られたワクチン代とのバランスの問題や、輸送費

の高騰、また、輸送の際に生じる二酸化炭素による環境問題等により、ペットボトルキャップの輸送協力を

停止する企業等が増え、現在、ペットボトルキャップを回収しても、推進団体への輸送が難しい状況にあり

ます。 

そこで、大変残念ではありますが、生徒会でのペットボトルキャップの回収活動は当面の間停止させてい

ただき、ペットボトルキャップ回収に代わるボランティア活動の実施を検討していくことといたしました。

急なお知らせで大変恐縮ですが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

※現在ご家庭で集めたペットボトルキャップについて、お困りの際はご相談ください。    

※アルミ缶回収は引き続き行っていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 


